
令和２年度重点目標達成のための行動計画（アクションプラン）

高岡市立高陵中学校

具体的な達成目標

積極的に表現することで考えを深め、広げ、より高い目標の実現を目指す生徒の育成
【目指す生徒像】
・自ら考え、表現し、互いに高めあう生徒 （確かな学力を身に付ける）

「自分の考えをもとに、積極的に発言している」 …８０％以上
「先生や友達の話をしっかり聞いている」 …９０％以上

・自らの品性を向上させることのできる生徒 （大きな声で挨拶をする）
「大きな声で心をこめて挨拶している」 …９０％以上
「生徒は大きな声で爽やかにあいさつしている」教師 …９０％以上

・豊かな感性をもち、共に支え合って生きる生徒（すばらしい合唱を共につくり上げる）
「学校行事や式の時、大きな声で歌っている」 …８０％以上
「式や学校行事で、生徒は大きな声で歌を歌っている」教師 …８０％以上

前 積極的に表現することで考えを深め、広げ、より高い目標の実現を目指す生徒を育成するため
年 に、各教科及び各領域等において、課題設定や発問の工夫等の授業改善に取り組むとともに、主
度 体的な話合いの場や発表の機会の充実に努めてきた。また、生徒会活動を中心とした挨拶運動の

活性化や、音楽の授業や学校行事の機会を通してのリーダーを中心とした合唱の充実にも継続的
に取り組んだ。その結果、概ねの評価項目において目標値を上回ることができたが、教師からみ
た「挨拶」に関する年度末評価は、目標を下回った。また、どの評価項目においても、生徒と教
師の評価に差が見られた。そこで今年度も、「表現」、「挨拶」、「合唱」の３つの目標を設定し、
より高い目標の実現に向けて取り組むとともに、生徒の意識が高まるような指導の工夫に努めて
いきたい。

行 互いに自分の考えを表現し 日常生活での挨拶を心をこ 各行事に際し、高陵中生と
動 合い、互いの考えを深め合う めて行うことができる。 しての自覚と誇りをもち、校
Ⅰ ことができる。 歌等を歌うことができる。

① 身に付けさせたい言語に ① 登下校、授業、部活動に ① 音楽の時間に各学年の現
関する能力を明確にした授 おいて教師から進んで声を 状に合った目標をもたせて
業改善に取り組む。 かける。 歌唱指導をする。
② 互いに考えを述べ合うこ ② 生徒会での挨拶運動等の ② 高陵中生としての誇りと
とができる課題設定や発問 輪が日常生活に広がるよう 自覚をもって歌うことがで
等を工夫する。 に支援する。 きるように、行事の意義を

理解させる。

中 中間評価
間 ・学校評価から重点目標に該当する評価項目を選び、生徒・教師の自己評価を実施する。
評 ・生徒の評価結果、生徒と教師の評価結果の比較を行い、目標値の変更や具体的な改善策
価 等を検討する。

・評価結果を、学校評議員会やＰＴＡ役員会、学校ホームページ等で公開する。

行 自分の考えを根拠を明らか 他者意識をもって、相手や 合唱コンクール、学校祭、
動 にしながら、相手に伝わるよ 場に応じた挨拶ができる。 卒業式等での合唱を成功させ
Ⅱ うに表現することができる。 ることができる。

①、②は継続 ①、②は継続 ①、②は継続
③ 自分の考えを述べる力と ③ 特別の教科道徳や特別活 ③ 行事を通してリーダーを
他者の発表を理解する力を 動等を通して、思いやりや 育成し、パート練習等を充
高める指導を工夫する。 感謝の心を育む。 実させる。
④ 他者との対話を通して、 ④ 来校者や家庭、地域等で ④ 所属感を高めたり、自己
自他の考えを比較し、考え も自ら進んで挨拶ができる 肯定感を高めるために、学
を深めるための活動を工夫 ように啓発活動を行う。 校の諸活動を充実させる。
する。

年 年度末評価
度 ・学校評価から重点目標に該当する評価項目を選び、生徒・教師の自己評価を実施する。
末 ・中間評価からの変容、生徒と教師の評価結果の比較を行い、目標値や具体的な改善策等
評 の検証を行う。
価 ・評価結果を、学校評議員会やＰＴＡ役員会、学校ホームページ等で公開する。

次 今年度の成果を受け、生徒の実態や発達段階、教師や保護者の意識の変化を加味しながら、本
年 校のよき伝統である行動目標が実現できる生徒の育成を目指して、アクションプランを作成する。
度


